
地理研 の想 い 出 一発足の頃一

松 田 弘

横山先生から直々に表題についての原稿依頼があわ.いざベンを執 って入ると一向にベンは

走らず困ったCそれもそ叫まず .もはや 10余年前のこと .その記憶はエムかえらず .後聾諸

君にさしたる自慢話を述べる材料 もなく.安 うけあvlするのではなかったと .かえ寸がえす後

悔 しつつ無理にペンを執る次牙です C

地理の誕生 したのは昭和 29鐘,D春 .私共 3年生になった時と記憶寸る｡′ト生が学友会総務

にあたった関係で .なん とはなしにクラブ設立の申請をしたところ.いとも簡単に認められ ,

予算も当時のクラブとして!Ji他にひけをとらぬ鯖であったように思 うo

その頃の学部Id .また師範(7)名集 りをとどめ ･上級生には師範から上った者 .復員者あわで .

新制大学としての体裁は整っておらず .社会科では .わずかに石崎先生中心のグループ (社研

.歴研) ぐらいが動いている程巌で .地理の方は今井先生が学部長とい う要職にあり多忙のた

め .ひとり学生間で適当にやってレ､右とい うのか実情であったo

私共27年入学J二)中学科にII土.ど')したことか地三埋草専攻 Liうとい うのが 占人もお り. (:ラ

ち八高卒 3人 ,青高 .弘高 .請-一高卒各 1人)その殆んどが寮生とL,,うことか ら.連帯感JJi強

く.研究室とい うも正)もなかった･Dに .結構話広通 L-,たも4､で.同志としてJIl遠来は強vlもの

があった｡

この年(･活動としては .夏休み中の北海道一周旅行であった0 3埴生 5人だHの .当初は巡検

と銘 うつものであったが .どちらかとvlえば研究旅行 .観光中心といったものになってしまっ

たQそれでも今の学生 トラベルとは異な り.大学寮 .′ト学校の当直室をね ぐらにしたもので J

学生の特権を十分に生か し.今ではとても体得LがfTレ､旅であった｡ やは b体で得たもU11であ

るだけに lU余年経た今 日でも忘れ得ぬ想い出であり.結構生きた教材として役立ってLlるよ

うに思 う. 特に小学校D当直室で .一升瓶Ik前にして宿直教師共々膝をまじえて教育論を談じ

合った想 .出は終生忘れ得ぬところであるC,

里 30年は地固め,/.)年とLJlいたし､ところだが .依然として .一部学生のための地聖研であっ

たようだO組線化 .後輩山指導/=どとvlうことになれ(,霊,今思えば冷汗 もので .私共さえよい

ればよレ､という活動であったo私個人として(･i今井先/lEに正-方ならぬこ指導をvlたたき.地

理駅に対する先生の7 トーバイスもありがたいものであったが ,先生はこ多忙とい うことで .私

共の清劫JI1中に入っていただくことはできず .学生V7自主的活動 とvlうことが ,やは hうまく

なかった ようかこ思 うo

そんなこともあって .定休Aには酒井軍治郎教授の地学実習に.一部地理研部員の参加となっ
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